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大宅壮一は「三上於菟吉の因数分解」 （ 『読売新聞』
一九二八・一・二〇～二二）において、いわゆる「 「文士」といふ特殊人の身辺を克明に書いた「文壇小説」 」の特性を「封建的な、一店一品主義」の商法に見立て、それと対比して、三上於菟吉が「ヂヤーナリズム 王国 覇を唱へるに到つた所以」を次のように捉えている。
　
三上於菟吉は近代生活のデパアトメント・ストーアであ
る。彼の因数は、三越の商品目録の如く複雑である。主題の把握力と描写の直截簡明な点に於て、彼は菊池寛に劣つてゐる。情緒が濃やかで筆致の優雅な点に於て、加藤武雄の方が優れてゐる。線の太さと押しの強さは、中村武羅夫に及ばない。佐藤紅緑に見るやうな、美しい自然描写が少
い。又悪魔主義の深刻さに到つては、谷崎潤一郎との間に随分距離がある。だが、これらの殆どすべてを一身に綜
そう
合あひ
して、 （中略）ヂヤーナリズムの一角に堂々たる一大店舗を構へ ゐるところに、彼の偉大さがある。
　
三上於菟吉は「唯肉史観の信奉者」であり、その小説の中心
的な主題は、 「恋愛」と「肉慾」に求められる。 「恋愛」は「凡ゆる方面に感激を失つた現代人の理想郷になつてゐる」し、 「肉慾」は「これこそ現代人の「地上の楽園 である」が、それらの二つの主題そのものは「他 通俗作家に共通な公約数」にすぎない。しかし、三上於菟吉の小説が特異な は、 「近代生活のデパアトメント・ストーア」のように多様な因数を乗ずることによって生み出され、強烈な魅力を放っていること ある。
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「結局三上於菟吉は現代の通俗作家の有する諸因数を集大成した公倍数なんだ！
　
そして、民衆の慾望の反映である通俗作家
の公倍数である三上於菟吉は、同時に又民衆の慾望それ自体の公倍数なんだ！」と大宅壮一は論じるのである。　
本稿では、そうした三上於菟吉が「通俗小説の覇者」への道
を歩みはじめる出発点となった新聞小説「白鬼」 （ 『時事新報』一九二四・七・二八～一二・ 一）について、それが連載された関東大震災後まもない当時のジャーナリズムや社会状況との関わりを視野に入れながら考察していきたい。
関東大震災前後の『時事新報』
　
まず、三上於菟吉の「白鬼」の発表媒体である『時事新報』
について見ておこう。 「白鬼」は、関東大震災から一〇ヶ月後に連載がはじまるが、震災の前後から昭和初年にかけて 『時事新報』は、創刊以来の順調な発展段階を過ぎて、大きな受難時代を迎えつつあったことに注意する必要がある
（1
（
。
　
一八八二（明
15）年三月一日に福沢諭吉が創刊した『時事新
報』は、 「独立不羈」 （ 「本紙発兌之趣旨」 ）の精神にもとづく不偏不党の大新聞として、経済情報や商況の迅速で正確な記事に
特色があり、ロイター通信と特約を結んで海外ニュースの報道にも力を入れた。また、社会面や北沢楽天が手がけた日曜附録「時事漫画」 、女性記者の草分け的存在である大沢豊子を採用して拡充した家庭欄、相撲をはじめとする豊富なスポーツ記事、写真による美人コンテストのようなメディア・イベントの実施文学や美術を中心とする文芸欄など、娯楽面や文化面も充実していた。明治後期の『時事新報』は 鮮度が高く正確な経済政治情報により「東洋一」を誇称するだけに、広告料と定価は高かったが、 「読者は高い購読料を支払い、広告商品を購買しうる経済力があった」のであり、 「中上層すなわち大商人、 実業家、会社銀行員、高級官吏などの階層に強く支持されていた」と山本武利は分析している
（2
（
。
　『時事新報』の発行部数は、 「創刊には一千五百部、明治十八年に三千部、同二十九年一万三千部、同三十九年に四万部、同四十 五万部、それより大正二年まで累年五分乃至一割の自然増加に任す。大正三年、拡張計画を継続的に定め、毎年三万乃至五万の増紙を遂げつゝ今日に至る」 （ 『時事 鑑
 大正十五年
版』一九二五・一〇、時事新報 ）とあり、大正期 は次第に販路を拡張して着実
な伸びを示している。 「時事新報は福沢諭
吉翁が三十四年の春頃長逝してからも、やはりその上品な編輯
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振と正確な記事との為に上流社会から信用を得てゐた」 （生方敏郎『明治大正見聞史』一九二六・一〇、春秋社）とあるとおり、創刊以来の伝統的な編集方針を受け継ぎ 東京における一流紙として高い声価を得ていた同紙は、大正期に入っても東京および地方都市の実業家や会社銀行員を じめ中産階級以上のエリート知識人などを中軸として読者層を拡大していったと考えてよいだろう。　
そのような傾向は、男性読者についてだけでなく、女性
読者につい もうかがうことができる。東京市が一九二二（大
11）年一一、 一二月に実施した『職業婦人に関する調査』
（一九二四・一二、東京市社会局）によれば、女学校レベルの中等教育を受けた女性が多い知的階層にあたる職業婦人によく読まれている新聞は、 『東京日日』 『読売』 『東京朝日』 『時事 『万朝報』 『国民』 『報知』 の順であり、 文芸欄と婦人欄 充実した 『読売』が上位にあるように、発行部数の順位とは必ずしも一致しないが、良質な社会面や家庭記事で定評 ある『時事新報』も『報知』や『国民』よりも多数の支持を得ているのである
（3
（
。
　
しかし、この間の一九〇五（明
38）年三月、関西進出を企図
して発刊された『大阪時事新報』は、 『大阪朝日』 『大阪毎日』両紙の勢力に圧倒されて伸び悩み、その損失を東京の『時事新
報』の利益で補填する状態が続き、大正後期に入ると次第に深刻な経営不振に陥っていく。しかも、一九二一（大
10）年九月
には『時事新報』本社が火災で全焼し、その二年 に起きた関東大震災では、本社および工場の建物、印刷機械、活字等すべてを焼失する壊滅的な被害を受けることになる。　
震災の打撃が大きかったは、もちろん『時事新報』だけでは
なかった。東京では二〇紙近く 日刊新聞が発行されていたが、 『東京日日』 『報知』 『都新聞』の三紙が火災を免れたほかは、ほとんどの東京紙が社屋や工場を焼失している。その被災直後から、 各社は生き残り 賭けて迅速な報道機能の回復をはかり激しい販売競争を展開し いく。　『時事新報』では、 ただちに三田の慶応義塾（のち帝国ホテル）に編集局を置き、日本タイプライター会社 仮工場を設け、震災の翌日には手刷機械による半頁大の号外を発行、その後しばらくは 『大阪時事新報』 を代用紙として配布した。被災しなかった『東京日日』 『報知』 『都新聞』が他紙に先駆けて早々と新聞を発行したの いうまでもな が 被災した『時事新報』や 東京朝日』なども競って復興を急ぎ、両紙 も九月一二日から四頁の朝刊 復刊、 同月二五 からは四頁の夕刊も発行 はじめ、震災後わずか三ヶ月の一二月一 、 震災前 同じ朝刊八頁、
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夕刊四頁の体制に完全に復旧している。　
こうした新聞各紙の応急の復興ぶりは、にわかな活況をもた
らし、新聞の販売部数を激増させることにな 『日本新聞年鑑
 大正十三年版』 （一九二四・七、新聞研究所）によれば、震
災翌年の前半にかけて「一二流の大新聞は概ね災前の五割以上を増紙し、然らざるものも旧数に復し得た」のであり、なかでも『東京朝日』と『東京日日』が大きく飛躍し、 「都、国民、時事、中外の各紙も亦大に部数を増し」たとされる。 「罹災のため失なはれた市内読者も、各社が逸早く直営販売制度を確立して、専売所を増設し、大いに拡張に務めた結果、意想外の好結果であり、地方読者も亦 交通機関の恢復につれ、急速 取り回し得たのみか帝都復興の事情を知 うとする熱心に乗じ、大いに地方に新読者を開拓し得た」のである。　
しかし、急激に拡張した販売部数はきわめて浮動的なもので
あり、各紙は極端な廉売や景品によって購読者を獲得しようとますます競争を激化させる。とりわけ『大阪毎日』および『大阪朝日』の傘下にあり、資金力 豊 な『東京日日』と『東京朝日』が、ほどなく販売における対立関係から協調路線へ 戦略を転じ、東京を本拠とする有力紙の『報知』と 時事』に攻勢をかけ、猛烈な紙数獲得の抗争を繰り広げ いく。やがてそ
れは、大正末年に『東京日日』 『東京朝日』が後ろ盾となって組織された定価売り即行会が、乱売防止の名目で『時事』非売運動を繰り広げるまで拡大し、 『時事新報』 決定的な凋落
へ
とつながっていくことになる。　
関東大震災後の新聞各紙が、こうした熾烈な販売競争を繰り
広げなければ らなかったのは、発行部数の多寡が広告料収入の増減と密接不可分の関係にあったから ほかならない。よく知られているとおり、新聞の収益は購読料収入と広告料収入によって成り立っているが 発行部数が多いほど広告の効果が高まるため、スポンサーからの掲載依頼が増加することが期待できる。新聞各紙の過剰な紙数拡張の運動は、乱売や販 店へ補助金や奨励金など 経費を蕩尽するばかりで かえって損失を膨張させ にもかかわらず、広告料による増収を見込むことによって収支の均衡をは ろうとしたのであ 。　
新聞広告をめぐる状況については、震災直後には広告収入の
減退を懸念する見方もあったが、 実際には復興景気に支えられ発行部数の増加とともに わめて好調に推移した。前掲『日本新聞年鑑
 大正十三年版』には、 「災前に比し、総行数に於て約
三割、料金に於て約四割を増したと観測される」とあり 「新聞広告は毫も頽勢の色なく、却つて震災の影響により従来 告
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を利用しなかつた人々迄が、之れを利用するものとなつて参加し、広告主の範囲を更に拡大した形になつたのは、否むべからざる事実である」としている。　
このような広告の盛況ぶりは、新聞紙面における記事と広告
の段数比に明確にうかがえる。同書 掲げられた一九二三年一一月中旬現在の統計には、東京の五大新聞において総紙面に占める広告の比率（朝夕刊平均）は、 『東京朝日』が四八パーセント、 『東京日日』が四二パーセント、 『報知』 四 パーセント、 『時事』が四九パーセント、 『国民』が三四パーセントとある。 早くから広告を重視していた 『時事新報 がもっとも高く、「案内広告が一頁乃至一頁半を有して居る強味がある」とされ、『国民』以外の他紙も総紙面の四割以上が広告に費やされている。　
しかも、こうした震災後の新聞界における傾向は、年ご
とにますます強まっていく 『日本新聞年鑑
 大正十四年版』
（一九二五・八、新聞研究所）は、このことに関して「議論抜きにして誰れの眼にも映ることは日本の新聞事業がこの一ケ年間に著しく資本化したこと、 従つて経営の大いに重商化したこと、それ 反 て紙面そ 他は明らかに民衆化し社会化したこと三大傾向であらう」と総括している。すなわち、一つ は、 「高
速輪転機、直通専用電話を初め諸新設備に巨大の資本は投ぜられ」 、 「社会的あるひは宣伝的事業のため も莫大の経費が注がれ」 、 「大資本を擁す に非ざれば決して斯業 成功しない時代を作り出し 人物、組織の重要さは今や資本の下位に置き換へられた」とされる。また 二つ目 、 「人物第二となつた斯業は、同時に編輯第二となり、総経営の主体中心 、営業方面に移された」のであり 三つ目に 「近来、事業部の諸計画に何程か社会事業味を帯ばしめてきたのを初め、編輯向きには綜合編輯、漢字制限、政治経済記事の通俗化など色々の工夫 示してゐる」というのである。　
新聞経営を支える広告も、さらに申し込みが増え、東京・大
阪の主要紙の多くは、総紙面に占める広告の比率が五割以上となっていく。 「これを数年前 大阪二紙が記事五五、広告四五。東京各紙の記事六〇以上、広告四〇以下程度 つたのに比しいかに各紙が急に収入本位、営業本位になつたかを知るであらう」 （同前）とあるが、広告が紙面に氾濫す ばするほど、それと反比例して記事は圧迫されざるを得な 。そしてその資本形成が第一であっ 「編輯第二」とされ 「収入本位、営業本位になつた」震災後の新聞ジャーナリズムの傾向が、 おいてもっとも反映されやすいのは、報道面よりもむしろそれ
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外の娯楽面や文化面であることに注意したい。　『時事新報』では、一九二四（大
13）年一一月一日から、他
紙に先駆けて朝刊を八頁から一〇頁に増やし、夕刊四頁とあわせて一四頁に紙面を拡大する。この紙面改革を発表した社告（同一〇・一六）には、 「報道諸機関の整備と取材方面の拡張とは、現在の十二頁紙面を著しく狭く感ぜしめるやうになりました。 （中略）一方では、本社の発展と其信用 逓増に伴れ、広告も現在の紙面へは到底収容しきれぬやうに増加するに至りました」とある。また、他紙に掲げた広告では、 「読者 激 と共に総ての階級のあらゆる趣味を満足させる為めに紙面の拡張は必然の要求であります」とし 、その記事内容の充実ぶりを次のように記し いる。
紙幅増大の結果記事の豊富と興味の横溢に依る大新聞中の最大新聞としての本領は之を十一月一日以後の時事新報に見られます外に毎週漫画附録を添ふる時事新報は主人の新聞であると同時 主婦の新聞であり老人 慰安者である傍ら子供衆の好伴侶であります
　
即ち家族全員に対し常に必
ず或ものを提供する新聞であります（ 『東京朝日新聞』
一九二四・一〇・二四）
　
増頁後の定価を一ヶ月一円に据え置くともあるが、 「総ての
階級のあらゆる趣味を満足させる」ことを謳う姿勢に、より娯楽色の濃い紙面を作り、幅広い読者を獲得しようとする「営業本位」の立場は明 かだろう。主婦や老人や子供などに歓迎される面白い記事を充実させることによって、読者の支持を拡大しようとするのである。　
従来の『時事新報』の朝刊は、一面が広告欄、二面は政治・
外交欄、三面は社説・政治・海外ニュース欄 四面は経済欄、五面は文芸・娯楽欄、六面は広告欄、七面は社会欄、八面は広告欄という紙面構成になっていたが、増頁後は、一面および四面と一〇面が広告欄となり、経済欄 七面に 社会欄は九面にそれぞれ移された。 改革の目玉とされた記事の充実は、五面を家庭欄 して婦人・衛生・子供や演芸・映画に関する記事を掲げ、六面に連載小説・投書 将棋 ど、八面に学術・文芸・スポーツ関連の記事が配され、それらの下段は広告で埋めつくされている。 トップページが全面 であるこ を別とすれば、冒頭部に重要な報道記事を掲げ、中間部に論説や家庭や文化などの報道以外の記事や読み物、末尾に事件・事故や雑多 出来
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事などの社会面をあしらい、その間に多くの広告が掲げられるのであり、今日の一般的な新聞の紙面構成に近いものになっているといえる。　
この紙面改革によって、それまで五面の文芸欄において中心
的な位置を占めていた新聞小説は、婦人や子供の読者向けに拡充した生活や娯楽などの記事に侵食されたかたちで六面に追いやられ、投書や将棋および下段 圧倒的な広告との競合にさらされることになった。また、八面に移された文芸欄は、紙幅が以前よりも狭隘化し、文壇の最新の動向を報じて好評だった文芸欄の短信「文芸消息」の掲載も、途切れがちになり、文芸にかぎらず芸術・科学・趣味・スポーツなど学芸全般を取 扱うようになる。いわばより幅広い読者向けの学芸欄へと文芸欄を模様替えするのである。　
こうした「営業本位」にもとづいて世俗化の方向をたどりつ
つある関東大震災後における新聞界の大きな転換期の最中に、三上於菟吉の「白鬼」は連載され、その途中で朝刊を増頁する紙面改革がなされている。しかも、この小説の前後に掲げられた『時事新報』の連載小説をめぐっては、編集と営業の相克が顕在化したいくつか 出来事が起きている。それらについて検討しつつ、 「白鬼」 新聞小説としてどのような意味を持って
いたのかを探っていきたい。
編集をめぐるジレンマ
　
ジャーナリストの伊藤正徳は、一九一三（大
2）年に『時事
新報』に入社し、海外特派員としてワシントン海軍軍縮条約などの報道での活躍を経て、一九二三（大
12）年から編集次長を
務め、 ち編集局長となり、一九三三（昭
8）年に退社するま
で同紙の編集に采配を揮った。その退職直後に刊行した『新聞生活二十年』 （一九三三年一二月、中央公論社） おいて、編集責任者として約一〇年間にわたり『時事新報』 主導した際、五つの編集方針を掲げたことを記している すなわち、 「 （イ）個人の名誉を尊重且つ擁護すること、 （ロ）迅速よりも正確をとること、 （ハ）思想の中正を保つこと」を報道の基本原則て確実に守り それに加えて、 「 （ニ）落付き 気品のある新聞、（ホ）家庭が安心して容れ得る新聞」とすることを目標とし、その「五つを
時事
00
のスペシヤリチー
として、そこに生死を戦ふ目
安を掲げた」というのである。それは、創刊当初の福沢諭吉の精神と伝統を継承することを目指したものにほかならなかった。　
しかし、 そうした堅実ではあるが訴求力に欠ける編集方針は、
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関東大震災後の新聞界における大衆化傾向の趨勢とは乖離したものであり、しばしば編集と販売との間で軋轢が生じざるを得ない。編集と販売の係争について、伊藤正徳は次のように回顧している
　
素より、自分の作る新聞を一部でも余計売つて貰ひたい
のは山々であつた。極力、読者に愛読されんことを維れ努めた。従つて、販売からの註文も出来るだけ聴いた。妥協は勿論、譲歩もした。元来、協 一致を本質とすることを百も承知する限り、求めて争ふやうな偏癖には堕しなかつた積りだ。たゞ 新聞人とし の私の良心が譲り得ないものがあつた。特に、時事
00
の伝統に於て然りとするのであつ
た。例へば過度の感傷是れ。凡ての戟情是れ。
　
多数の読者に愛読される売れる新聞を作ることと、伝統ある
新聞としての気品を保つこと、その両立し得ないジレンマが、編集にはたえずつきまとっていたのである。 そのような事情は文芸欄や 小説にもうかがうことができる。　『時事新報』における文芸欄の編集や新聞小説の選定は、社会部に所属する文芸記者が行っていた。関東大震災当時、
主任記者を務めていたのは、一九二〇（大
9）年一月に入社
した佐佐木茂索である。芥川龍之介に師事する佐佐木は、新進の小説家でもあったが、文芸欄の月評を、広津和郎、川端康成、直木三十五、片岡鉄兵などの若手の作家に月替わりで執筆させたり、海外の文化情報やトピックを紹 する「パンスネ」欄を設けるなど、特色 る文学欄の確立に努めた。また、同年一二月には、里見弴と久米正雄を選者として懸賞短篇小説の募集を行い、一等の藤村（宇野）千代（ 「脂粉 顔」一九二一・一・二） 二 尾崎士郎（ 「獄中より」同一・四）という二人の 説家を誕生 。さらに、一九二四（大
13）年
九月には、懸賞長篇小説を募集して、一等の池谷信三郎（ 「望郷」一九二五・一・一～六・一〇） 二等の貴司山治（ 「新恋愛行」一九二六・一・一～七・五） 文壇にデビューさせている。足かけ六年にわたって文芸主任を務めた佐々木は、一九二五（大
14）年九月に退社するが、この間の文芸欄が、 「佐佐木茂索時
代
（4
（
」と評されるような生彩のあるものだったことは疑いない。
　
この「佐佐木茂索時代」における新聞小説でもっとも知ら
れているのは、里見弴の「多情仏心」 （一九二二・一 ・二六～一九二三・一二・三一）だろう。坂田行雄「茂索氏の転機――時事在社中の勘定――」 （ 『新潮』一 二五・一 ）は 「多情仏心
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を、民衆を度外して、営業政策上、そんなに芳しくはなかつたのに、満一年の永きに亘つて連載した佐佐木氏の努力と勇気を尊敬する」 、 「里見弴氏に初めて新聞小説を書かした氏の功績は、菊池寛師に初めて真珠夫人をかゝした日日社当局、と共に大正新聞小説史上、燦として、永久に特筆されるべき、功は勲一等に値する」と最大限の賛辞を贈っている
（5
（
。
　
里見弴の 「多情仏心」 は、 「真心に対する随喜渇仰の念」 （ 「飛礫」
五） を抱く藤代信之の女性遍歴を描いた長篇の風俗小説であり、連載は一年がかりで二九九回に及んだが、震災による中断のほかに途中の休載も少なくはなかった。た 、作者自身が「作の出来としても、大して悪くはなささうだ （中略）どこ 読んで見ても、そんなにつまらないと 思はない 聊か手前味噌並べるならば これは新聞連載の通俗的な作 どには 第一に要求されなけれ ならない筈の筋の興味を、裏へ〳〵と忍ばせて行く組立の然らしめた所で ないと思ふ」 （里見弴「多情仏心広告
　　
新聞小説と興味の問題
　　
」一九二四・三・一）と自
負するだけあって、必ずしも坂田の言うように「営業政策」と相容れないものでもなかったらしい。佐佐木茂索は 「僕の経験」（ 『新潮』一九二五・六）において、 「社の方針としては、最近はなるべく作品そのものに依つて選び、作者その人の如何に 拠
らずにゐる。今までにも芸術的に進んだものを掲載して来たつもりだが、それは時事新報の読者には十分気づかれたことであらうと思ふ」とし、 「里見弴氏の「多情仏心」はこれ又芸術的にすぐれたものであり そして、読者のうけは悪るくなかつた。「多情仏心」の中に地名の赤阪をセキハンと書いたり、新橋をシンキヨウと書い りしたのが、地方の読者は何が何か分らないながらも面白いと思つてゐ らしい」と述べている。　
一方、 続いて連載された久米正雄の「冷火」 （一九二四・一・一
～六・三）は、 「芸術的にすぐれたも 」といわれた前作とは打って変わった、娯楽本位の通俗的な探偵小説であり、 「ガンヂの涙」というダイヤモンドの盗難事件が、男爵家の小間使いであるヒロインお君を軸にして描かれて る。その連載予告で作者が、 「興味中心の探偵小説を試みて、諸君に相見えたい」 、「多数の読者を包有する新聞小説の妙は、 作者読者共 一緒になつて、継起する興味 中に融和する所 もある」 （ 「冷火」序一九二三・一二・二六）としているように、この小説 は、アルセーヌ・ルパンの来日をほ めか たり、指紋法による犯人捜し、自動車での追跡劇など 物語への興味を喚起する要素が多く盛り込まれ、多数の読者の支持を集 ることになる。　
しかも留意したいのは、探偵小説としての「冷火」の目論見
352
が、先述の伊藤正徳が標榜していた「家庭が安心して容れ得る新聞」という編集方針と正確に呼応していることである。この小説が連載中の同紙には、智恵保夫（三上於菟吉） 「正雄に一言」 （一九二四・二・一五）を寄せ 、 「久米正雄の「冷火」は彼の自讃の如く「世界的」と呼ぶに足りるか否かは今後の発展に待つ外はないがもつとグン〳〵突込んで、激烈なテムポで不可思議な人間慾望 奇怪な渦紋を描き、以て読者を迷眩せしめて貰ひたい」と評し、須藤鐘一は「文壇展望哨より」 （同四・一二）で、 「事件 進展遅々として春日の如く、徒らに読者をして生欠伸を催さしむ。 「戦慄」 「驚異」を生命とする探偵小説作者が得意の失恋もの乃至得恋も と其の手ぬるさ相去る事遠からず」と苦言を呈しているが、 冷火 の特色は、あえて一般的な探偵小説とは異なる家庭小説的な性格を持たせたところにあった。久米正雄は三上や須藤の批判に応えるかたちで、 「小生は一般の探偵小説と云ふものが 所謂「恐怖」と「顫慄」から成立つてゐるものに対し、 「流血」のな 探偵小説をと思つて、 製作し のです」 （ 「冷火」第一〇四回付記「作者 声」一九二四・四・一三）とその趣旨を明らかにしている　「冷火」は、小説連載の終了を待たずに日活から映画化（細山喜代松監督、一九二四年五月公開）されるほど 高い人気を
獲得していった。佐佐木茂索の「僕の経験」 （前掲）に、 「幸ひ時事新報には客員として久米正雄氏その他があつて、時に連載小説に力をそそがれ又、小説詮衡の場合には種々好意的援助を惜まれないの ふかく幸福に思つてゐる」とあることから、当時の久米が『時事新報』に客員として関与していたことが分かるが、彼は「冷火」 成功によって、その客員の役割を十分に果たしたといえるだろう。　
ところが、 「冷火」に続く新聞小説からは、トラブルが相次
いで生起することになる。 「冷火」の後を受けて連載されたのは、近松秋江の「地上の光」 （一九二四・六・四～七・二七）でる。その新連載時 予告文は、久米正雄の執筆 よるもので、「珍らしや近松秋江氏の、久しい以前より持つて居る本格小説の、抱負を実現する意気込を以て物されたる新作「地上の光」一篇。恋怨を描き、情痴を写 事に於て、既に神域に達せる作者が、更に一歩進んで大な 社会的背景の前 髣髴せしむる世態人情は、必ず読者諸君を魅了せずには措かないでせう（一九二四・五・三一）とあり、私小説家と目されていた近松秋江が、年来志していた「本格小説」を たに試みた長篇 意欲作となるはずだった。にもかかわらず、この小説はわずか二ヶ月足らずで不評のために中断 追い込まれてしまうのであ 。
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　「地上の光」の連載分を見るかぎり、物語は才子佳人の政治小説ふうに仕立てられ、外遊から帰国した主人公の青年が、内務大臣の秘書官とし 政治の世界にふれるとともに、貴族院議員で有力な実業家の娘に慕わ る成り行きが描かれている。その物語内の時間は、現実の時間と同時進行しな ら展開していくという、きわめて斬新な 験的手法がとられている。おりも「地上の光」 連載時は、 第二次護憲運動の高まりの中で一ヶ月前に実施された総選挙により、清浦奎吾内閣 倒れ、護憲三派の加藤高明内閣へと政権交代があったばかりであり、その同時代の政治状況がリアルタイムで取り込まれているのである。　しかし、連載開始後ほどなくして、物語はメイン・プロッ
トから大きく逸脱しはじめる。主人公を置き去りにして、別の新たな人物たちが登場し、新政権に関するありきたり 政治談義を延々と繰り広げ、それ 連載の半月近くが費やされるのであり、物語の進行は停滞 たまま、読者はその新味のない論議に付きあわされることになる。さらに、ようや それが終わった後も、主人公は 語の後景に退いたきりで、プロット はかばかしい進展を見せることはない。 作者 秋江は、「大分コンポジシヨンを誤つたので、非常に書き悩みました」（ 「 「地上の光」など（予が本年発表せる創作に就いて） 」 『新潮』
一九二四・一二）として
いるが、当時の新聞読者たちから不満
の声があがるのも無理はなかっただろう。　「地上の光」の読者受けが悪かったために、編集者の佐佐木茂索は対応に苦慮した経緯をこう明 している。
　
今まで私の関係した連載小説のなかで、 近松秋江氏の 「地
上の光」だけが途中でやめたものだつた。 「地上の光」はいかにも読者の反応が悪るかつた。しかし、単に読者 反応如何で中断する は躊躇された。そこで社内の評判に耳を傾けてみたのであ 。新聞社には約千人位の従業員がゐる。編輯長、 記者、 文選、 小使、 その他いろいろあるが、 （中略）その人々に批判を求めることは同時 広い社会に批判を求めることであるから、そこで連載小説の人気不人気は忽ちわかる次第だ。　
私は工場へ行くと、印刷職工がよく云ふ。 「佐佐木さん、
今度の小説は拙いですな」と。漫りに印刷職工は咎められない。何故なら彼等の古参者は、昔から度々連載小説を読んでゐて相当 智識を持つてゐる。彼等に面白い彼等に面白くないのは（中略）大体、そこで見当がつくから れが編輯者の重要な参考になる。 （前掲「僕の経験」 ）
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東京の五大新聞では、 『時事新報』の「地上の光」と同じ時
期に、 『東京日日』が菊池寛「陸の人魚」 （一九二四・三・二六～七・一四） 、 『東京朝日』が吉井勇「魔笛 同一・一～七 一九） 、『報知』がセクストン・ブレーク叢書「銀貨をにぎる骸骨」 （霧島謙次郎訳、 同五・一〇～九・一三） 、 『国民』 が徳田秋声 「叛逆」 （同三・二九～八 八 を連載していた。他紙は、いずれも実力のあるベテラン作家による通俗小説や娯楽的な探偵小説シリーズのセクストンものなど って、読者をつなぎとめようとしていた で り、関東大震災後の読者獲得競争が厳しさを増す中で、読者に評判の悪い「地上の光」の連載を持ちこたえることはできなかったのである。　
そして「地上の光」の中断を受けて、にわかに起用されるこ
とになるのが三上於菟吉であったが、 そ 「白鬼」 の連載後にも、再び同じような読者の不評によ 降板劇が持ち上が 。 「白鬼」の後には、懸賞長篇小説 第一等に選ばれた池谷信三郎の「望郷」が掲載されたが、開始から一ヶ月半ほどで挿絵を担当していた村山知義が降板させられることになる。　
池谷信三郎が一九二二（大
11）年六月から翌年にかけて一年
あまり滞在したベルリンを舞台とし、日本人青年たち さまざ
まな人間模様を描いた「望郷」は、佐佐木茂索によれば、選考の段階で「多数の読者にうけるかどうか」が懸念されたが、「清新なものであるから存外うけるかも知れないと云ふ議もあつて一等に当選させた」も であり、 「青年男女階級に喝采を博し つある」 （前掲 僕の経験」 ）とされている。その清新な作風にふさわしく、同じ頃ベルリンに留学した経験をもつ新人の村山知義に挿絵が委ねられたわけだが、新興美術運動 推進する村山の描いた前衛的な挿絵は、一部には「構成派とかなんとか、そんなやまかしいことを云ふ必要のないほど文句なしの芸術味を私に感ぜさせてくれる」 （岡田三郎 新年随筆（六） 」一九二五・一・二一）といった好意的な批評もあったものの、大多数の読者には理解されず、上品で分かりやすい挿絵を描く田中良と交代を余儀なくされるのである
（6
（
。
　
ところで、こうした二つの降板劇にはさまれたかたちの三上
於菟吉の「白鬼」にも、連載中 数多くの批判が寄せられている。しかし、 それは 「地上の光」 や 「望郷」 の場合 は質的にまったく異なったも である。では 「白鬼」 がさらされ 批判とは、いっ いどのようなものだったのだろう 。
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新聞小説と道徳性
　
三上於菟吉の「白鬼」は、前作の近松秋江「地上の光」にお
ける失敗を巻き返すべきリリーフ役としての重責を担って、慌ただしく連載が開始される。 「地上の光」の終了時には、 「作者の都合で遺憾乍ら中断の止むな に立到つた」旨 「御断り」とともに、 「明朝刊より連載」として、 次 ような 新小説予告」が掲げられている。
「白鬼」は私達の世界に折々現はれて、紅い唇の間から鋭い歯を見
〔せ〕
ながら、同時代の一切の権威と規矩とを嘲笑
する白面の畸形美男です
　
色道に於てドン・ジヤン、権道
に於いて安禄山武道に於いて白井権八の如き現はれが過去のそれでした
　
そして現代に当つて私の想像に今度本紙に
連載されようとする長篇の主人公とし
て
（ママ（題現
したのであ
ります
　
恐るべき彼の爪牙に裂かれた男女の哭泣と苦悶
とが上天に達して神が彼の足下に毒炎の無限地獄の大罅隙を開き給ふ 到る奇怪な物語りがこれです（三上生記）（一九二四・七・二七）
 
　
小説のタイトルの「白鬼」とは、白皙の美男子で、鋭い才気
と絶大な胆力をもつ主人公の細沼をいう異名である。新世紀社という雑誌社で働く野心家の彼は、経営者交代による社内の紛糾を独力で打開し、社長秘書の地位にのし上がっていく一方、同僚の女性たちを次々に誘惑して、性的欲望を満たしては棄ててしまう。また、主人公の細沼は、青玉という謎めい 売春婦と深い馴染みでもあり、さらに社長の妹で出戻り 美智枝子という有閑マダムや友人の妹で蓮っ葉なさくら子とも肉体関係を持っていく。そのうちに雑誌社の同僚だった太田はつ子が 細沼の子を妊娠するが、もはや細沼は彼女に興味はなく、その母親に金を渡し 始末をつけようとし、絶望したはつ子は自殺する。細沼は、はつ子の死および美智枝子との関係を嗅ぎつけたイエロー・ペーパーの記者に強請られる 、それ 逆手 とって社長と美智枝子から大金を得る。その金 一部は青玉に持ち逃げされるが、細沼は悠然と東京を後にして中国大陸へと旅立っていくところで結末となる。　
このアクの強い小説が、連載中にセンセーショナルな話題を
呼んだことは、翌年一二月に新潮社から刊行された単行本『白鬼』の広告（ 『新潮』一九二六・一）に見ることができる。そこには、新聞連載時の挿絵（大橋月
皎画）入りで、 「男子読むべ
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し！
　
女子読むべからず」という惹句を大きく掲げ、 「最近の
新聞小説中、嵐の如き非難を受けながら、異常の耽読を得て／新聞読者を激増せしめたる『白鬼』の如きは恐らく稀有の事例ならむ」とあり、この小説が熱烈に支持され、 「新聞読者を激増」させた反面で、強い非難にもさらされたことをうかがわせている。その誇大な言辞は割り引くとしても、
「最も現世的な、
肉体的な、 最も神を怖れざる者 人間記録」 とされる 「白鬼」
が、
新聞連載時に熱烈な読者たちの支持を集めたのとは裏腹に、掲載中止を求める読者の声や作者に対する攻撃もまた、かなり数にのぼったことは間違い いだろう。単行本『白鬼』の広告には、そ ことが う記されてる。
此主人公の稀有な性格を描いて気の弱い読者に面を背けさせる程官能的芳烈さを極めた『白鬼』が時事新報 連載せらるゝや、満都の女子は異常な昂奮に悶えてシロオニズムの流行語さへ生じ、その父兄のある者は好色乱倫の書として、時事新報社に掲載の中止を迫つたほどで、著者また雨の如き激烈な攻撃と非難を受けた。凡そ最近の新聞小説中斯く く問題を捲き起したも はあるまい。 『白鬼』！
　
これ果して誨淫の書か！
　「ベルアミ」 「サアニン」の塁を
摩さんとする此大作に就てまず異様の陶酔に浸るがよい。
　
ここで「シロオニズム」と呼ばれているのは、 「現世的な、
肉体的な、最も神を怖れざる」主人公のあり方をいうものであり、広告文に言及のあるロシアの小説家アルツィバーシェフの『サーニン』が 絶大な人気を博して「サーニズム」なる流行語を生んだことに ぞらえた造語にほかならない。 『サ ニン』は、 「生活謳歌の大本山、肉慾讃美の頌歌として、最も代表的とされてゐるもの」で、ロシアで出版された当時、たちまち世評が高まり ズム る語が青年男女 間に流行して、一種の性慾解放運動にまで及んで来た為め、早くも官憲の忌むところとなつて、二版以後は本国では発売を禁止さ てまつた」 い
う
（7
（
。「白鬼」の物語世界は、広告文に示唆されて
いるように、その『サーニン』ならびにモーパッサンの『ベラミ』を巧みに換骨奪胎するかたちで構築され 世代間でまったく評価の対立する、毀誉褒貶の多い問題作となっている。　
しかも重要なのは、 「好色乱倫の書」として「白鬼」の掲載
中止を迫ったという読者の非難の声が、 先にふれた 時事新報の編集方針と通底していることである。 「落付きと気品のある新聞」 「家庭が安心 容れ得 新聞」というのが『時事新報』
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の掲げる目標だったが、野心と性的欲望のおもむくまま平然と既成道徳を侵犯して生きる主人公を描いた「白鬼」は、それとはまったく相反するものといえる。その意味で、この小説に対する読者の道徳的な非難は、編集の立場からの内なる声でもあったと考えられるのであ 。　
ここには、新聞小説における道徳性という社会規範の問題が
浮かび上が てくるだろう。小説にかぎらず芸術全般は、本来的には道徳とは別の独立したカテゴリーのものであること いうまでもない。しかし、文芸雑誌や婦人雑誌など ように一定の読者層を前提としたものと 違 て、社会的な階層も性別も世代も異なる不特定多数の一般読者を対象とする新聞メディアにおいては、文芸にも道徳的な規範 の協調が求められ 前述の久米正雄による「冷火」は、まさにそうした 徳性に配慮した家庭向けの穏健な「
「
流血
」
のない探偵小説」を趣旨とし
て書かれていた。また、新聞小説にメロドラマ仕立てのも が多いのも、それが「道徳 分極化と図式化（中略）そし 最後に美徳の勝利
（8
（
」という強固で安定した枠組みにもとづいている
からであることは明らかだろう。　
それに対して、反道徳的な物語である「白鬼」は、新聞小説
としては なり異色のものであり、とりわけ『時事新報』の編
集方針とは真っ向から対立するものであった。 にもかかわらず、あえてこの小説に近松秋江の「地上の光」の中断という危機的事態の後を託したところに、ジャーナリストとしての佐佐木茂索の柔軟な姿勢を見出す とができる。のちに三上於菟吉は、この小説の成立にあたっては、佐佐木茂索の熱心な督励が大きな力となったことを回想している。
　『白鬼』は、私が長篇小説をはじめて真面目に書いてみようとした第一作であつた。 （中略）その時佐佐木茂索が時事新報の学芸欄にゐて、長篇を書いてみないかと大いにすゝめられて、 つかりした気持もなく書 たのが『白鬼』であり、それが私の長篇小説の門出になつ わけである。 （中略） あの時佐佐木君が非常に力を入れて私に 鬼』を書かしてくれたことは、私の生涯にとつて随分有がたいことであつた。 （ 「
『
白鬼
』
を書いた頃」 、 『現代長篇小説全
集
⑼ 三上於菟吉篇』月報、一九二八・四、新潮社）
　
読者からの 「白鬼」 に対する 「嵐の如き非難を受けながら」 も、
佐佐木茂索は三上於菟吉を励まし、約半年に及ぶ連載を完結に導いている。新聞小説の成否には、読者の反応とそれに対処し
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て作者を支える編集者の働きがいかに大きく介在しているかが分かるだろう。その期待に応えるかたちで、三上於菟吉は「白鬼」において既成道徳を侵犯していく物語を紡ぎ出し、若い読者たちを強く魅了していく である
（9
（
。
〔注〕（
1）　『時事新報』の歴史については、内川芳美「福沢諭吉後
の時事新報」 （ 『三田評論』一九八二・四） 、池内輝雄「
「
時
事新報
」
断章」 （ 『時事新報目録
 文芸篇
 大正期』所収、
二〇〇四・一二、 八木書店） 、鈴木隆敏編著『新聞人福沢諭吉に学ぶ――現代に生きる『
時事新報
』
――』 （二〇〇九・三、
産経新聞出版）参照。
（
2）　『近代日本の新聞読者層』 （一九八一 ・ 六、 法政大学出版局） 。
（
3）　
東京市の『職業婦人に関する調査』には、女工に関する
調査 （一九二一年一一月実施） の概況も掲げられているが、 『時事新報』を読んでいるのはごく少数であり、知識人読者向きの同紙は、女工には人気がなかった。
（
4）　
池内輝雄「
「時事新報」断章」 （前掲） 。
（
5）　
坂田行雄が「多情仏心」を里見弴の初めての新聞小説
としているのは誤りで、これ以前に「今
年竹」 （ 『時事新
報』一九一九・六・一三～八・一七） 、 「桐畑」 （ 『国民新聞』一九二〇・七・五～八・四）の二作がある。
（
6）　
村山知義の「望郷」挿絵については、五十殿利治「村
山知義の新聞挿絵と池谷信三郎著「
望郷
」」 （ 『図書設計』
二〇〇七・八）に詳しい。
（
7）　
中村白葉「訳者序」 （アルツイバーシェフ『サーニン』
上巻所収、一九二九・七、岩波文庫） 。
（
8）　
ピーター・ブルックス『メロドラマ的想像力』 （四方田
犬彦・木村慧子訳 二〇〇二 一 産業図書
（
9）　「白鬼」の反道徳的な物語世界については、拙稿「三上
於菟吉「白鬼」を読む
｣ （ 『関西大学文学論集』二〇二〇・三）
で論じた。
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